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ト
ピ
ッ
ク
ス

　
市
教
育
委
員
会
は
、
ふ
る
さ

と
い
わ
き
の
力
強
い
復
興
と
再

生
に
向
け
て
、
未
来
へ
飛
躍
す

る
子
ど
も
た
ち
の
人
材
育
成
に

関
す
る
姿
勢
と
展
望
な
ど
を
ま

と
め
た
教
育
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
、

震
災
後
か
ら
毎
年
発
表
し
、

「
豊
か
な
土
壌
づ
く
り
」
を
進

め
る
た
め
の
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
ま
す
。

○
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

　
昨
年
度
は
、
施
策
の
柱
の

「
守
る
」
「
支
え
る
」
「
伸
ば

す
」
の
三
つ
の
観
点
に
、
新
た

な
視
点
「
つ
な
ぐ
」
を
加
え
、

施
策
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
地
域
間
や
関
係
団
体
な
ど
と

の
つ
な
が
り
、
学
校
間
の
連
携
、

三
つ
の
柱
の
各
事
業
間
の
連
携

な
ど
「
つ
な
ぐ
」
視
点
に
留
意

し
、
一
層
の
広
が
り
と
継
続
性

を
持
っ
た
取
り
組
み
を
進
め
て

き
ま
し
た
。

○
本
年
度
の
取
り
組
み

　
引
き
続
き
三
つ
の
柱
の
「
つ

な
が
り
」
を
重
視
し
て
施
策
を

進
め
る
と
と
も
に
、
知
・
徳
・

体
の
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
「
生

き
る
力
」
を
育
む
た
め
、
効
果

的
に
事
業
を
実
施
し
て
い
き
ま

す
。

　
ま
た
、
就
学
前
の
子
ど
も
た

ち
に
対
し
て
一
貫
し
た
施
策
を

展
開
す
る
た
め
、
市
長
部
局
に

新
設
し
た
こ
ど
も
み
ら
い
部
と
、

教
育
委
員
会
が
連
携
・
協
力
し
、

保
幼
小
連
携
講
座
で
研
修
や
交

流
を
行
う
な
ど
、
子
ど
も
た
ち

の
心
と
体
を
育
む
た
め
の
取
り

組
み
を
進
め
ま
す
。

　
◇
　
　
◇
　
　
◇
　
　
◇

　
基
本
理
念
の
「
地
域
が
人
を

育
み
、
人
が
地
域
を
つ
く
る
」

を
、
市
全
体
で
共
有
し
、
子
ど

も
た
ち
の
教
育
環
境
の
一
層
の

向
上
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

いわきの復興に向けた
教育メッセージ
いわきの復興に向けた
教育メッセージ

学習環境の充実を図る土曜学習

○
お
問
い
合
わ
せ

　
教
育
政
策
課
企
画
係

　
☎
22
・
７
５
４
１

～平成27年度に向けて～

基本理念 基本目標
豊かな土壌づくり

教育メッセージの構成

施策の柱

　「地域が人を育み、人が地域をつくる」という認
識に基づき、子どもたちの発達段階に応じた一貫し
た方針の下、学校、家庭、地域などさまざまな主体
が連携しながら、子どもたちの心と体を育むための
「豊かな土壌づくり」を進める

子どもたちの日常を取り戻し、安全で安心できる教育環境を
確保する
◎小・中学校通学安全対策事業
○学校施設耐震化事業
○教育施設除染推進事業
○学校給食共同調理場復旧事業

学校・家庭・地域が一体となって、子どもたちの心と体を育
てる
◎土曜学習推進モデル事業
◎緊急スクールカウンセラー等設置事業
○学校司書設置事業
○いわき防災サマーキャンプ事業

確かな学力と豊かな感性・人間性を育み、生きる力を醸成する
○体験型経済教育事業　○生徒会長サミット事業
○いわき・わくわく「しごと塾」事業
○めざせオリンピック・トップアスリート
　養成事業　○無形民俗文化財活用事業

「人づくり教育」の方向性
○困難を乗り越え、自立して社会を
　生き抜く人づくり
○いわきを支え、日本を支え、未来
　へ飛躍する人づくり 

つなぐ

３
つ
の
柱
の
「
つ
な
が
り
」
を
重
視
し
、
各

施
策
の
効
果
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
大
き
く
広

が
り
の
あ
る
も
の
に
す
る

守　る

支える

伸ばす

◎は新規事業
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五
月
二
十
二
日
・
二
十
三
日
、

福
島
県
初
の
国
際
首
脳
会
議

「
第
七
回
太
平
洋
・
島
サ
ミ
ッ

ト
」
が
、
本
市
で
開
催
さ
れ
ま

す
。

　
同
サ
ミ
ッ
ト
に
は
、
太
平
洋

の
十
四
の
国
と
地
域
お
よ
び
日

本
の
首
脳
、
な
ら
び
に
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
と
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
の
政
府
関
係
者
が
集
ま
り
、

環
境
・
災
害
・
観
光
な
ど
の
課

題
を
話
し
合
い
ま
す
。

　
ま
た
、
被
災
地
視
察
や
市
内

の
子
ど
も
た
ち
と
の
交
流
も
行

う
予
定
で
す
。

　
開
催
に
当
た
り
、
市
内
で
は

「
い
わ
き
太
平
洋
・
島
サ
ミ
ッ

ト
二
〇
一
五
応
援
隊
」
の
四
十

二
人
の
高
校
生
が
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン

ト
を
実
施
し
た
り
、
十
四
の

小
・
中
学
校
の
子
ど
も
た
ち
が

サ
ミ
ッ
ト
参
加
国
を
歓
迎
す
る

横
断
幕
を
製
作
し
た
り
す
る
な

ど
、
各
国
の
方
々
を
お
迎
え
す

る
準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
海
外
か
ら
多
く
の

関
係
者
の
方
が
本
市
を
訪
れ
ま

す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
で
歓

迎
し
ま
し
ょ
う
。
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第
７
回
太
平
洋・島
サ
ミ
ッ
ト

い
よ
い
よ
開
催

○
お
問
い
合
わ
せ

　
交
流
推
進
課
イ
ベ
ン
ト

　
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
係

　
☎
22
・
７
０
３
２

サミット開催の２カ月前に行ったＰＲイベントでは、応援隊の高校生が
スローガンを発表

いわき太平洋・島サミット2015　
専用ページURL　http://www.city.iwaki.fukushima.jp/kanko/19427/019278.html

第７回太平洋・島サミット　参加国紹介⑤
ツバル クック諸島

　北西から南東へ約700kmにわた
り、飛び石のように斜めに連なっ
た島々から成り、総面積は内郷地
区くらいの広さです。
　島々がサンゴ礁で形成されてい
るため標高が低く、地球温暖化で
海面が上昇すると国土が水没しか
ねないという危機感があり、日本
は海岸浸食対策などの技術協力を
行っています。

　約200万㎢の領海内に15の島々が
点在し、総面積は平・小名浜・勿来
地区を合計したくらいの広さです。
　首都のあるラロトンガ島は、サ
ンゴ礁に囲まれた１周32kmの火山
島で、全人口の約９割が居住して
います。海岸線にどこまでも広が
る白い砂浜や、緑の山々の美しさ
から「太平洋の真珠」と呼ばれる
こともあるようです。

面積　25.9㎢
人口　約9,900人
首都　フナフチ

面積　237㎢
人口　約13,900人
首都　アバルア

　このコーナーでは、平成
27年１月号から４月号まで、
次の12の国と地域を紹介し
てきました。
①ミクロネシア連邦　②パ
ラオ　③ニウエ（地域）④
ナウル　⑤マーシャル諸島
⑥キリバス　⑦パプア
ニューギニア　⑧ソロモン
諸島　⑨バヌアツ　⑩フィ
ジー　⑪サモア　⑫トンガ
　今月号で、太平洋から参
加する14の国と地域全ての
紹介となります。


